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1.はじめに
日本列島では、弥生文化が成立して以降、碧玉製管玉、藷翠製勾玉といった石製装身具が愛好され、
古墳時代においても継続的に利用される。これに対し、朝鮮半島では碧玉製管玉、天河石製小玉、天
河石製勾玉が青銅器時代に愛好されていたものの、粘土帯土器文化後半期にガラス製品が増加して以
降、天河石製品が利用されなくなり、原三国時代前・中期には碧玉製品もほぼみられなくなる。加え
て、水晶製玉類が朝鮮半島と日本列島で愛用されるようになるが、なぜか日本列島への流入と生産開
始は朝鮮半島南部よりも早い。
こうした様相は、両地域の文化的連続性に関係すると同時に、両地域の人々が求める玉類に差違が
生じ始めたことに起因すると推定される。そこで、本稿では、石製装身具の流通と当時の人々の噌好
の変化の要因を追究するため、製作技術や流通の様相を検討し、この問題の基礎研究としたい。また、
これまで、勾玉の起源などにおいて朝鮮半島と日本列島の資料を比較することはあったが、全体的な
動向と、水晶製玉類などにおける技術的な比較はなされてこなかった。本稿ではこの点に留意して、
両地域の差異を浮き彫りにしていきたい。
2.用語と併行関係
本稿では紀元前9世紀~紀元後 3世紀頃を中心に扱うため、最初に筆者の論考(中村2008、2010)
と、高久健二 (2000)をもとに 表l 明鮮半品と日本列島の併ー行関係 1"'H~OIO. 而久2削0 1: 1) 1'f，'') 
作成した日韓の併行関係(表 作{~ )，.:1百]江流岐 朝鮮、l'島南山; 州日本
1) を提示しておく。朝鮮半島
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し、重複する。その粘土帯土器
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頭にはほぼ完了する(中村2015b)0 なお、皿期は墓から出土する青銅器と土器によって皿-1、皿-2、
皿-3期に細分可能であり、鉛バリウムガラス製の小玉や管玉といった玉類は皿-2期から出現する。
また、玉類の形態については、図 1に示したようなものが製作された。各種の勾玉の名称は主とし
て森貞次郎 (1980)及び河村好光 (2010)に基づくが、朝鮮半島の水品製勾玉に多い形態である頭部
の内側がやや尖るものについては、本稿では「有顎勾玉J(図 1・7) として区分しておく。
3.穿孔の種類と変化
玉類の穿孔形態は、寺村光晴 (1966)が工具と穿孔
の関係を提示して以降、玉類の製作技術を考えるうえ
で重要視されてきた。近年では米田克彦 (2009)によ
って、詳細な穿孔形態の分類と変遷が提示されており、
穿孔具は打製石針、磨製石針、鉄針とし、う順序で変遷
することが現時点での共通理解である 1。そして、石
製穿孔具は線条痕が明瞭、鉄製穿孔具は先端が尖り、
線状痕が不明瞭とし、う特徴がみられる(図 2)。なお、
鉄針の利用開始から少しして片面穿孔が普遍化してい
剛山¥..]-， 1.I，ilili 1'(:品i而細t十二 片1剖11¥'(
栂~1W阿|味線朱，i{llI ll京 棟'i:li'fll月1京棟'tJi不明瞭
十l喫イ1ft- I(~製 h 主| 鉄針 EJ、計
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1異論としては磨製石針を二伝サラエの道具とみる見解(寺村2001)があるが、 Ji，回慎矢ら (2013)が磨製石室十に残る
横方向の線条痕と穿孔実験によって、穿孔具で、あったことを実証的に示している。
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4.銅製筒状穿孔具+研磨荷l 5 ダイアモンドドリノレ l 6 ダイアモン ドドリル2(うねり)
図3 アフガニスタン出土玉類の穿孔部のシリコンレプリカ (Ludvick2012.倍率X22-25)
くが、製品が薄いと、磨製石針でも片面穿孔される場合もある。
穿孔の形状はX線写真である程度確認できるものの、より明瞭に穿孔内部を観察するにはシリコン
で型取りし、 SEMで撮影する方法が有効である。日本列島ではほとんど行われていないが、エジフo
トではグウィンネットらが採用して、穿孔具を復元し (Gwinnettand Gorelick 1993)、インドでも
ケノヤー (Kenoyer1997、2005)が多くの成果を挙げた。近年では上杉彰紀 (2015)がインダス文
明期から鉄器時代にかけての穿孔具の変化を民族事例も踏まえながら詳細に検討している。アフガニ
スタンにおいても、ルドヴィックが石製穿孔具と銅製穿孔具の線条痕の差異について、研磨剤の利用
の有無も含めて論じている(図3、Ludvik2012)。
韓国では李相吉 (2006)が昌原徳川里1号墓の穿孔形態の復元に応用し、それを受けて庄田慎矢
(2006)も湖西地方の青銅器時代の資料に対して同様の検討を試みた。これらの成果やX線写真、そ
して出土している穿孔具を比較すると、日韓における両面I字形の穿孔は磨製石針で行われたといえ
る。ただし、先端部が大きく、軸が細し、青銅製の穿孔具でも I字形穿孔は可能であるため (Kenoyer
2005)、穿孔形態が同じであるからといって全ての地域の両面I字形穿孔が石針であるというわけで
はない。
南アジアの事例は、日本列島とは全く異なる文化的脈絡の産物であるが、道具と穿孔痕跡の対応関
係については参考になる部分も多いので、簡単に整理しておきたい。まず、磨製石針を利用した穿孔
においては、どの地域においても、断面I字形の穿孔痕跡を残すことがわかる。ただし、南アジアで
利用されていたアーネスタイトのような極めて硬質の磨製石針の場合は、線条痕が観察されていない
のに対し、日本列島の安山岩製や璃楢製石針では線条痕が良く残る。そして、日本列島の資料は研磨
剤が併用されたと推定されているが、アーネスタイトは研磨剤を利用しないと推定さている(上杉
2015)。銅製の管錐は研磨剤を伴うと推定されており、穿孔部分に明瞭な線条痕が観察される。また、
南アジアではダイアモンドチップを付けた穿孔具も利用されていたと考えられているが、この場合、
5 
環日本海における石製装身具の変遷(中村大介)
，、
? ? ?
???
拡大
1.城野遺跡H10工房の水品製ま類
? ?
?
?
?
???
拡大写ITI (倍率 X4)
2.城野遺跡116工房の碧玉製管玉
鉱大写IT2(倍率 X50，穿孔端部の突起)
3.澗地頭給遺跡 I-E区8号住居の水品製玉類(倍率 XI0) 4.潤地頭給遺跡日区巡結土坑の碧玉製管室(倍率 XI0)
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明瞭な線条痕と断面 I字ながらもうねりをもっ穿孔形態が残る(図 3・6，Ludvik 2012)。日本列島で
は金属の穿孔具は、林 ・藤島遺跡などの出土例からもわかるように鉄針である。しかし、鉄針による
穿孔には肉眼で観察できる線条痕はみられない。そこで、線条痕の有無を確認するため、玉作遺跡か
ら出土した鉄針穿孔中の破損品の穿孔部をマイクロスコーフ。で、観察した。
糸島市潤地頭給遺跡と北九州、|市城野遺跡の水晶及ひ、碧玉製玉類の穿孔部を 30"-'200倍で観察及び
撮影したものを縮小して掲載したのが図4である。図4・1は城野遺跡、H10工房から出土した水晶製算
盤玉の穿孔中破損品である。掲載したものは50倍に縮めてあるが、 100倍以上の倍率で観察してよ
うやく線条痕が確認できた。図4-3は潤地頭給遺跡 1-E区8号住居からの穿孔中破損品であるが、こ
ちらは線条痕が暖昧である。図4-2・4に示した碧玉製管玉の破損品で、は、石材の質によるためか、
水晶製のものより線条痕が暖昧で、あったO 図4・4の穿孔部には縦方向の擦痕がみられるが、穿孔中に
ついたのかは不明である。発掘後の遺物洗浄中ならば、周囲の破面にも同様に痕跡がつくとはずであ
るが、みられないため、穿孔中に出た玉粉末をさらう際についた可能性も考えられる。また、碧玉製
管玉の穿孔途中を撮影した図 4-2には穿孔が止まった部分に半球状の突起が確認された。庄田慎矢ら
が行った実験で、は、碧玉や硬質緑色凝灰岩といった硬い素材を、安山岩製の磨製石針で穿孔すると、
同様の痕跡か残ることが報告されている(庄田・他2013)0 城野遺跡の穿孔具には、石針はなく、穿孔
部の形状も明らかに鉄針によるので、上記の実験成果を考慮すると、鉄針には磨製石針ほどの硬度の
ものが含まれ、穿孔の結果、丸みを帯び、対象の石材に負けるものが含まれていたと推測される。寺
村光晴 (2001)は、鉄針(鉄針)は硬すぎて研磨剤を弾くとしているが、むしろ弥生時代のものは玉
類の穿孔に向いたもので、あったといえよう。
問題比線条痕と研磨剤の関係、である。上杉彰紀 (2015)によると研磨剤の利用は、線条痕ではなく、
穿孔部位の凹凸の形成に関わっているとしづ。その見解に従うならば、図4-3の穿孔方向先端部にみ
える凹凸はこうしたものに由来する可能性がある。また、弥生時代中期後葉の京都丹後市奈具岡遺跡
から出土した水晶製薬玉は、磨製石針で穿孔され、線条痕も明瞭にみえる。こうした事例も含めて考
えると、線条痕は穿孔具の素材に左右されるもので、あったと推定されよう。そして、弥生時代に利用
された鉄針はより線条痕を残し難いもので、あったといえる。
一方、楽浪郡からは日本列島や朝鮮半島南部と共通する水品製の切子玉、牌形飾等が出土している
が、穿孔はうねりのある I字形で片面と両面の両方がある(図 5)0南アジアの事例を参考するならば、
図 5 楽浪郡出土主類の穿孔(朝鮮民主主義人民共和国 ・他 1989，縮尺不同)
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金属製で先端に硬い物質を付けた穿孔具であけられたと推定されよう。細かな線条痕が残り、水晶の
場合は穿孔部が白く濁る。日本列島のものは、弥生時代後期後半以前は磨製石針による I字形、後期
後半以後は鉄針による細V字形であるので、一貫して穿孔方法が異なる。また、朝鮮半島南部も楽浪
郡の資料に類する水晶製切小玉は、原三国時代晩期から出現するが、鉄針で細V字形の穿孔をもって
いることから、製作技法については、日本列島と共通性が5齢、といえよう。穿孔の技術については、
今後も、レプリカ法や実験を通じて検討を深める必要がある 20
4.石製玉類の動態
本章で、は主要な研究にふれつつ、日本列島及び朝鮮半島の藷翠、碧玉、水品製品の展開について述
べる。それをもとに次章において、争点についての検討を深めたい。
a.藷翠勾玉
日本においては、「三種の神器」に関係することから、玉類のなかでも特に勾玉に研究の関心が集
まっていた。縄文時代から藷翠製勾玉が確認されていたが、当初は藷翠が中国産であると考えられて
いたため、弱翠のみを搬入し、日本列島で勾玉の形態に加工するとしづ工程が推定されている(高橋
1911)。初期の研究の進展については、河村好光 (2010・2014)が詳細に検討しているので、ここで
は省略するが、糸魚川における藷翠の再発見(河野 1939)によって、藷翠製勾玉は素材と形態とも日
本列島固有のものであることが認識されるようになった。現在産地は 10ヶ所確認されている(藁科
2014、図 6)。
その後、朝鮮半島において青銅器時代の天河石製勾玉の出土例が増加し、朝鮮半島における勾玉の
変遷が示された(韓柄三 1974、崖思珠 1986)。しかし、青銅器時代から初期鉄器時代を中心にみられ
る天河石製の半瑛状勾玉が、日本列島の勾玉に影響を与えたかどうかについては、多様な弥生時代中
期の勾玉の一つに組み込まれた可能性があるものの(森 1980)、弥生時代早・前期の資料が未だ少な
く、明確ではない。これに対し、弥生時代中期前半に成立し、古墳時代以降も継続して製作される「丁
子頭勾玉」や「定形勾玉」は(図 1-9)、縄文時代から製作され続ける「獣形勾玉J(図 1-8)から型式
変化したものであることから(森1980、木下 1987)、基本的には、勾玉は日本列島で主要な変遷を遂
げたといえる。
弥生時代前期後葉の大坪遺跡(二丈町教育委員会 1995)では、管玉と勾玉はそれぞれ異なる窒棺に
副葬されていたが、弥生時代前期末の吉武高木 117号墓、弥生時代中期初頭の吉武高木遺跡2号墓と
3号墓(福岡市教育委員会 1998)、馬渡・束ヶ瀬3号室棺(古賀市教育委員会2006)では、管玉と勾
玉がセットになって副葬されるようになる。北部九州、|では、背振山南麓の佐賀県吉野ヶ里遺跡からも
藷翠製勾玉とその切片が出土しているが、基本的に玄界灘沿海部に多く、特に「末慮園」に比定され
る唐津地域に集中する。近畿地方でも唐古・鍵遺跡で大型品が出土しているものの、北部九州山は異
なり、副葬品にはならない。
後期後葉になると藷翠製勾玉に流通の変化がみられ、岡山平野に集中し始める(森本2005、米田
2013)。北部九小州川卜川、'1代でで、も築後地域や京築地域といつた地域で
野も含め、「奴園」周辺にドーナツ状に分布するようになる(図 7、中村・藁科・田村・小泉2014)0 
また、北部九州における後期以降のガラスも含めた玉類の分布については、谷、厚亜里 (2014)が詳細
2 ただし、シリコンを利用する場合、理化学的分析の値に影響を及ぼす可能性があるため、産地同定を与えている資料
は、理化学的分析の後にシリコンを使用するほうがよい。
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天河石産地
a 南江ダム周辺
( 1 : 12倒防倒防)
図 6 鶏翠及び碧玉の原産地(菰科2014及び:11<者の調査を基に作成)
古代学研究所紀要第24号
に検討しており、それを参照してもやはり後期以降の奴園の範囲は玉類が少ない。ただし、勾玉につ
いては、後期以降の動態ではなく、中期の段階から空白に近い状況である。
奴園で、は菊翠製勾玉の流通がなかったのか、重要視されていなかったのかが問題となるが、それに
関して弥生時代後半には注意すべき事例がある。福岡市日佐原遺跡は詳細が不明であるものの、「長宜
子孫」銘の内行花文鏡がE-15号石蓋土壌墓から出土し、小型の菊翠製勾玉2点、水晶製棄玉8点、
水晶製算盤玉1点、水晶製丸玉2点、片面穿孔の碧玉製管玉14点が伴っていた(鏡山 1972)。鏡山
猛の記述によると勾玉の 1点は半映状のようである。墓群は20基以上からなるが、副葬品の有無を
除いては等質的である。弥生時代後期後半以降、京築地域から豊前地域、「僻悶」の糸島地域などを
含む広い地域において、北九州市蒲生石棺墓群、宮若市汐井掛、早良区野方中原遺跡など(図 7)、後
漢鏡と玉類のセットをもっ石棺墓、石蓋土墳、木棺墓による墓域が形成される。日佐原遺跡もこうし
た新しい墓制に属するものとみてよいだろう。こうした様相が北部九州最古の前方後円墳で、 三角縁
神獣鏡と菊翠製勾玉を有する那珂八幡古墳に連続していくのかはまだ不明であるが、奴園が主体的に
菊翠製勾玉を入手しようとしていたとは現時点においては考え難く、日本海につながる海側の地域の
動向に関連して入ってきていたものと推定しておきたい。
近畿地方では菊翠製勾玉自体は、弥生時代中期からみられるが、副葬は遅く、芝ヶ原古墳 (12号墳)
-9-
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-水品製勾宝
A溺翠製勾玉
*宝作遺跡
園7 弥生時代後期後半から古墳時代初頭の境墓出土玉類と玉作遺跡 (中村20141':米困2013とお禅2014を参考に加筆)
を代表とする弥生時代終末期からである。ただし、弥生時代終末期から中核的地域となる大和盆地で
は、勾玉副葬の開始が遅れ、古墳時代開始から少したった3世紀後葉~末頃の桜井茶臼山古墳からで
ある。また、朝鮮半島で藷翠製勾玉が出現するのはさらに遅れ、4世紀初頭からである(中村 2013a)。
この点については、次章で述べたい。
b.碧玉製管玉
碧玉製管玉は、朝鮮半島に由来する装身具であり、弥生時代の開始とともに出現する(森 1982)。
藁科哲男 (1997)の蛍光X線分析によって宇木汲田の管玉が「未定C群」 であること示され、製品
として朝鮮半島からもたらされていたと推定された。その後、菜畑遺跡の管玉など、より古い資料が
分析され、未定C群が弥生時代早期から出現することも確認された。考古学的にも米田克彦 (2000)、
大賀克彦 (2001)が、サイズや色調から朝鮮半島に由来する碧玉の一群の存在を提示している。
筆者も弥生時代早 ・前期の大部分の碧玉製管玉が朝鮮半島産であるとしたうえで、大田比来洞 1号
墓の碧玉製管玉を取りあげ、朝鮮半島では日本列島より早い段階から碧玉製管玉が生産されていたこ
とを指摘した(中村2006)。加えて、藁科哲男ともに青銅器時代の碧玉製管玉に対し、蛍光X線分析
による産地同定を行い、大部分の資料が「未定C群」 であることを明らかにした(図 8-d、李弘鍾 ・
他 2008、中村・ 藁科2009)。前述した大田比来洞の資料もまた未定C群であり、青銅器時代後期の
98% (106/108点)の碧玉製管玉が未定C群で、あった。こうした分析の結果、朝鮮半島でまず未定C
群の石材が利用され、それが日本列島に流通したことがほぼ証明されたといえる。ただし、朝鮮半島
では天河石の産地とその製品の工房以外は、玉作遺跡は発見されておらず、未定C群管玉の産地も未
だ不明である。また、朝鮮半島では粘土帯土器文化段階まで未定C群を含む碧玉製管玉が利用される
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回目 盟七及び緑色i樹氏岩の蛍光 X線スベクトル図
が(図 8-e、李弘鍾・他2008)、その後は数百年ほぼ断絶する。
一方、日本列島では未定C群の流入以後、鳥取県長瀬高浜遺跡などで縁色凝灰岩の管玉製作が出現
するほか、日本海側で多くの玉作遺跡が出現する。弥生時代前期末以降は弥生時代最大の産地である
小松市の菩提・滝ケ原(藁科2014)が開拓され、その後も日本海側を中心として碧玉産地が開拓され
る(図6)。この菩提・滝ケ原はかつて女代南B群とされていたものである。さらに、理化学的分析
の結果を参照すると(藁科2004、2005a.b、2014)、製品が流通するだけでなく、菩提・滝ケ原の石
材自体が流通し、丹後地域の日吉ヶ正遺跡、山陰地方の青谷上寺地遺跡、近畿地方の市田斉当坊遺跡
といった広い地域でその石材を利用した玉作が行われていた。なお、慶瀬時習 (2009)が主要な玉作
の技法を整理しており(図 9)、石材の性質に合わせた玉作が行われていたことが示されている。
弥生時代後期になると菩提・滝ケ原産の碧玉の供給が停止し、山陰地方の花仙山が開発されて玉類
の流通に変化が生じたと推定されている(大賀 2001・2011、河合編2013、米田 2013)。後期初頭~
前半は北部九州、|の唐津地域の桜馬場遺跡、佐賀平野の三津永田 104号墓などの王墓で碧玉製管玉が副
葬されているが、分析事例も少なく流通の状況は明確ではない。
後期後半については、碧玉製管玉の流通自体が前段階より若干増加するとともに、分析事例もある。
山陰地方では仲仙寺9号墓など、いくつかの墳墓で未定C群が確認されるが(藁科2005)、菩提・滝
ケ原産はない。また、豊前地域の蒲生石棺墓群でも、北陸地方の佐渡の猿八産はあっても、菩提・滝
ケ原産がみられない(中村・藁科・田村2014)。多くの碧玉製管玉があるものの、産地同定が行われ
ていない丹後地域などに流通していた可能性もあるが、少なくとも弥生時代中期に流通していた多く
の地域で減少していることは間違いない。なお、弥生時代後期における変化は、ガラス小玉の大量流
入も含めた玉類全体の変化で、あり(大賀 2011、谷津2011)、未定C群碧玉以外の舶載装身具が増加
????
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する重要な画期でもある。
玉作遺跡においても、大
きな技法の変化が生じ、
弥生時代後期中葉には北
陸地方の林・藤島遺跡を
代表として、鉄針による
穿孔が開始される。ただ
し、この段階では片面穿
孔も可能であるものの、
基本的に両面穿孔である
(冨山 2009)。北部九州、|
では、弥生時代終末期の
城野遺跡で鉄針による両
面穿孔が確認されている¥ . ' ' (佐藤2012)。また、弥
生時代終末期~古墳時代
初頭の潤地頭給遺跡から
出土した未製品や破損品には鉄針による両面穿孔が確認され(江野2011)、製品には片面穿孔のもの
が若干混じっていた(前原市教育員会2006)0現時点では、北部九州|における弥生時代後期後半の碧
玉製管玉の玉作は、青木遺跡(福岡市教育委員会 1987)などで行われていた可能性はあるが(江野
2011)、はっきりしない。なお、弥生時代終末期の芝ヶ原古墳(墳正墓)で 187点中 8点の片面穿孔
の資料がみられ、未定C群を除いた大部分の管玉が鉄針による両面穿孔であることから、鉄針による
阿 9 {~-Jよ・緑色凝，;I({':-製作一l三の製作技法と工程(応瀬:ZOO~ に加1'0
片面穿孔は、この時期から増加し始めるようである。
ところで、弥生時代終末期には、北部九州、|での菩提・滝ケ原産の碧玉は小量で、はあるが再度流通す
るようになる。唐津平野の中原遺跡では、 SP13231木棺墓から 74点の碧玉製管玉が出土し、 7点が
石針による両面穿孔、 3点が鉄針による片面穿孔、 62点が鉄針による両面穿孔で、あった。鉄針で穿孔
されたものは、 50点が菩提・滝ケ原産で、花仙山は2点である。重要な点は、弥生時代後期中葉に開始
した鉄針による穿孔が、菩提・滝ケ原産の碧玉製管玉にもみられるようになる点であり、中期まで流
通していたものとは製作技法が異なっていることである。これは、後期後半まで、低調で、あった菩提・
滝ケ原産の復活といえよう。また、潤地頭給遺跡では、山陰系土器とともに、花仙山産碧玉の原石が
多くもちこまれているが、これ以外にも佐渡の猿八産、北陸の菩提・滝ケ原産の原石も僅かにみられ
(江里子2011)、日本海の広い地域との交流が行われていたことがわかる。
c.水品製品
切小玉(多面玉)を始めとする水品製品は広くアジアで愛好される玉類である。東南アジアでは紀元
前4'"'-'2世紀頃のKhaoSam Kaeo遺跡で製作されており、そこから 150km程北に位置する BanDon
TaPhet遺跡では副葬品として水品製の玉類が出土している (Gloverand Bellina 2011) 0また、前漢
代には、華南地方や楽浪郡で副葬品としてこれらの玉類が出土する。華南地方から出土した水品製玉
類とされていたものには、アクアマリンなどの緑柱石がかなり多く含まれており、海洋ルートでの交
流によってもたられたことを示唆している。楽浪郡でで、は、楽浪土城で
ており(鄭仁盛2001υ)、製品の穿孔音M立などを観察すると、華南地方などでで、みられるものと類似した
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技術が採用されている。
東北アジアで最も古い段階
の資料としては、手家村上層
の前漢前期に属する直径
1.6cmの水晶製平玉があり、
それに次ぐのが、日本列島の
弥生時代中期前半とされる福
岡県高木遺跡の事例である。
高木遺跡から出土した水晶製
薬玉の両面穿孔であけられた
孔は大きく、現時点では日本
列島に類似例はない 3(図 10)。
3.丙木遺跡7号士壌
す家村の平玉も他の事例がな 図 1.0 初期の水品製東玉(縮尺不同)
いことから、水品製品はこの段階ではまだ安定した形態をしていなかったのかもしれない。
一方、日本列島で水晶製玉類の製作が開始するのは中期後葉で、あり、丹後地域の奈具岡遺跡が著名
である(図 11)。奈具岡遺跡から出土した資料は、大型の薬玉を除いては、長さが最大径と同じか、
それよりも小さい横長の算盤玉が主体である。直径は3.26'"'-'6.57mmで、西は香川県太田原高州2号
1'2 :朝鮮遺跡遺物図鑑編纂委員会 1989
3 大阪府立弥生文化問物館 1998
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水品製品の主作遺跡と消費地 (米田 2013bに加筆)
3紀元前1世紀の貞柏洞206号のガラス製薬玉と報告された資料が最も類似性が高い。これが水晶製品ならば、年代的
な問題はあるものの、 高木遺跡の事例は漢を経由してきた可能性がある。
? 。?
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墓、東は長野県天王垣外遺跡か
ら、奈具岡遺跡の水晶製算盤玉
¥l. {I 
e索具岡
~.(>-U ・三極神社墳墓群
のサイズ範囲に入る製品が出土
している(図 12、乗松 2014)。
奈具岡7・8区の発掘成果から、
A唐古・鍵
ム天王垣舛
・太田原高州
企誠野 • • b. (> 
? ? ? ? ? ? ?
??、???? ????? ????
?
???
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~， u 
の弥生時代中期後葉に収まる。 日
また、野島永・河野一隆 (2001)
によって鉄針による穿孔と報告 1.0 
されたが、奈具岡遺跡の資料は
全て珪化木製の石針による片面
及び両面穿孔である(田代 1999、
o. H 
(1.0 1. 1) ~. J.O 1. U ". U 6.0 りさ 9.(1 10.0 
t壬(mrn)
|文112 水品製慌権+.0)サイズ(lRtl:2011 :こ加1<1
大賀 2011)。水晶製玉類において鉄針による片面穿孔が行われるのは、山陰地方の平所遺跡の資料か
らであり(図 11、大賀 2011、米田 2013b)、後期後葉からである。そして、現時点では水品製玉類の
生産地は全て日本海側に位置している(米田 2013b)0 
再び、製品について述べると、弥生時代後期初頭~前葉には、三坂神社3号墓第 10主体からが出土
しており、奈具岡遺跡の水晶製算盤玉に類するサイズと製作技法である(乗松2014)。また、同時期
の東京都田園調布南 1号周溝墓から出土している資料も奈具同遺跡の資料に近いが、この時期には、
奈具岡遺跡での製作の継続は確認されていなし、。他にも、後期前葉には福岡県内畑遺跡7号室棺から
長さ 5mm、径5"'-'6mmの、胴部に稜がない丸玉が 2点出土している。
弥生時代後期後葉に属する副葬例として確かなものは、浅口市和田B遺跡 1号墓から出土した、長
さ8.0"'-'8.6、径6.1 "'-'8.0mmの3点の算盤玉である。この時期から縦長の算盤玉に形態が変化し、鉄
針による片面穿孔になる。倉敷市辻山田 10号墓からも長さ 8mm、径6mmの水晶製算盤玉が出土し
ているが、こちらは終末期まで下る。他に後期後葉に属する可能性のある資料は、副葬品としては、
前述した福岡市日佐原E15号石蓋土墳墓から出土した水晶製棄玉、算盤玉がある。また、生産遺跡と
しては、平所遺跡があるが、鉄針による片面穿孔である点は一致しているものの、報告にある未成品
は横長であり、和田B遺跡などに副葬された資料とは一致しない。ただし、終末期の九州地方の城野
遺跡、潤地頭給遺跡の算盤玉は縦長が含まれることから(図 12)、後期後葉にはどこかの工房で縦長
の水晶製算盤玉が製作されていたと推定される。なお、潤地頭給遺跡では前述したように花仙山産の
碧玉原石が数多く持ち込まれているため、この地方から玉作りの技術者が来た可能性が指摘されてい
る(江野2011)。城野遺跡でも同様であり(佐藤2012)、平所遺跡の水品製算盤玉の製作工程(図 13)
と大きくは変わらない 40
4城野遺跡では図 13の上のラインにある円相状の段階の資料がH立つ。また、潤地頭給遺跡ではほぼ製品の形状まで
研磨された状態で、穿孔されたものが混じっている。平所遺跡の二五作りの全貌が明らかになっていないものの、澗l也頭
給遺跡と城野遺跡の製作上程には若ずのえ:異がある O もちこまれた水品原石のサイズによるυI能性なども与えられる
が、今後の検討課題としたい。
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の水晶製玉類が、朝鮮半島の鉄
との交換財になったのではない
かとする見解も、野島永・河野
一隆 (2001)によって提示され
ている。しかし、朝鮮半島南部
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葉、弥生時代後期前葉)の慶山新生里1号墓の切小玉の未成品らしき資料が最初であり、時期と形態
が異なる。そして、楽浪郡の資料は第3章で、述べたように穿孔道具が異なっており、これも日本列島
からもたらされたとは考えられない。唯一、朝鮮半島で関係がありうる資料は原三国時代中期後半の
昌原茶戸里69号墓の丸玉であるが、弥生時代後期中葉に併行するこの段階には、左坂墳墓群を始め
とする丹後地域を含め、一時、水品製玉類は副葬されない状況にある。可能性は残るものの、この時
期は日本列島での水品製玉類の生産と流通が判然としていなし、。
その次の時期、原三国時代後期になると、そのなかでも古い段階の慶州|舎羅里 130号墓で、多量の
水晶製玉類が確認されている。舎羅里 130号墓では水晶製算盤玉と丸玉が混在して 320点出土してい
るが、全て I宇片面穿孔である。横長算盤玉と丸玉が長さ 3""'6.5mm、径3""'7mmであり、他に長
さ4""'6mm、径3""'4mmの縦長算盤玉が 23点、長さ 14mm、径8mmの縦長切小玉が 1点出土して
いる。水品製玉類の穿孔は日本列島の奈具岡遺跡の穿孔に類似しているが、この時期には日本列島で
は鉄針による細V字穿孔が開始されている。形態的に和田 B遺跡 1号墓に類する紙技算盤玉もみら
れるが、これも穿孔が異なっている。従って、形態は共通するものの、現時点では日本列島の資料と
穿孔道具が一致しないことから、朝鮮半島南部でフk品製の玉作が開始された可能性があるといえよう。
水品製の玉作遺跡は三国時代以降しか確認されてはいないので、今後発掘されることを期待したい。
以上の状況を考慮すると、日本列島で、生産された水晶製玉類は、主体となる装身具で、はなかったも
のの、基本的には日本列島内で消費されていたといえよう。特に、中期後葉~後期前葉までの丹後地
域の水品製品は、瀬戸内地方、近畿地方、中部地域、関東地域で消費されており、朝鮮半島との交換
財ではなく日本列島内で、の消費が主で、あったようである。
5.玉類の技術と消長に関する諸問題
(1)未定C群碧玉の継続性
未定C群の碧玉製管玉は朝鮮半島では青銅器時代前期後半に出現し、青銅器時代後期に最盛期を迎
える。湖西地域では、松菊里遺跡において寛倉里 1群で製作された碧玉製管玉が出土しており(金・
金・藁科・中村2012)、未定C群以外にも碧玉の産地が開拓されていたことがわかる。そして、粘土
帯土器文化IV期の保寧寛倉里437号墓では、寛倉里 1群を主体としつつ、未定C群の碧玉製管玉も副
葬される(図 8)。この時期までは、松菊里文化は存続していないので(表1)、それ以前の段階に松
菊里文化から粘土帯土器文化に碧玉の産地或いは流通網が継承されていたことになる。しかし、湖南
地域では碧玉製管玉を利用しながらも、鉛バリウムガラスのガラス製品が装身具の主体となり、原三
国時代前期には、天河石製品とともに碧玉製管玉自体がほぼなくなる。そして、一定量の碧玉が装身
具に組み合わされるようになるのは、三国時代を待たなければならない。
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これに対し、日本列島では原三国時代前期に併行する弥生時代中期後葉以降も未定C群が多くみら
れる。田能遺跡では200点の碧玉製管玉のうち 75点が未定C群で、あった(藁科・金・中村・魯2013)。
さらに終末期の城陽市芝ヶ原古墳で、も 187点中28点が未定C群であり(中村・藁科・日村2014)、
唐津市中原遺跡ST13145でも 20点中全てが未定Cで、あった(藁科2012)。古墳時代前期の紫金山古
墳では 16点の管玉のうち、 11点が確実に未定C群である。特に中原遺跡では1点、紫金山古墳では
10点の ESR分析の結果が、それ以前の未定C群とは異なっていることが確認されたO このことは弥
生時代終末期~古墳時代前期に、未定C群のなかでも新たな産地が開拓されたことを意味している。
朝鮮半島南部のどこかに未定Cの産地があるのならば、朝鮮半島南部で、流行が終わったのちも、碧玉
製管玉が製作され続け、さらに新たな産地をも開拓されたことになる。ただし、未定C群管玉は継続
的に磨製石針による両面 I宇穿孔であり、穿孔技術な変化は認められない。
ところで、玉の価値というのは普遍的ではない。漢の上位層はネフライト(玉)を重要視したが、
朝鮮半島や日本列島を含む周辺地域ではそれほどでもない。また、ヨーロッパにおいても、タキトウ
スが琉王自に関して、興味深いエピソードを記録している。バルト海のAestii諸族は海或いは海岸から
琉拍を採集するが、「彼ら自身には少しも用がなく、ただ生のままを取り集めて不格好なまま売り渡し、
怪しみつつ値を受け取るばかり。J(泉井久之介訳注1979)とし寸 O この売り渡された嘘拍は、ローマ
にて者修品として消費される O つまり、玉の価値は社会的要求に左右され、関心のない地域では装身
具にはならない。未定C群碧玉もこうした観点からみると、原三国時代前期には、朝鮮半島でその価
値を失っていたが、消費地の一つである日本列島ではその価値が減じていなかったため、製作され続
けたのだろう。
産地については、バルト海の事例のように、交流地域からもたらされうることを考慮すると、青銅
器時代前期の交流範囲は遼東地域に及ぶため、そこから未定C群がもたらされていた可能性も考えう
る。しかし、碧玉製管玉の盛行期の後期には交流がほぼなくなるため、未定C群が朝鮮半島以外から
もたらされた可能性は低い。遼東地域と交流のある遼西地域の寧城小黒石溝遺跡でも碧玉が採集でき
るが、当時の社会では利用されず、理化学的分析でも、朝鮮半島や日本列島の資料とは一致しない。
晋州大坪里遺跡で出土した 10cm以上の碧玉製管玉は原産地の近さを推定させるので(中村2006)、
前述したように産地は発見されていないが、朝鮮半島南部のどこかにあると考えておきたい。
(2)楽浪郡の成立と晴好の変化
楽浪郡にはその成立期から、水晶、璃略、ガラスなどの多種多様な玉類が副葬される(図 5、図
14-1)。朝鮮半島南部では、粘土帯土器文化皿'"'-'IV期に湖南地域に流通していた鉛ノリウム小玉が、
原三国時代早~前期には嶺南地方に流通するようになり、その際、カリガラス小玉が加わるとともに
(中村2015a)、碧玉と天河石製玉類は基本的に除外される。鉛バリウム小玉、カリガラス小玉とも
に楽浪士城から出土しており、大洞江流域を経由しでもたらされたと推定される。ただし、鉛バリウ
ムガラスについては、楽浪郡成立前から流通しているので、楽浪郡が成立することで流通するガラス
にバラエティができたといえる。
その後、嶺南地方で、は原三国時代中期に水晶製丸玉、原三国時代後期に細形切子玉、原三国時代晩
期に水品製勾玉と大型切小玉の副葬が始まる。蔚山下室44号墓の事例(図 14・5)が最も古い段階の
資料であり、細V宇穿孔が確認される。これに対して、楽浪郡では紀元前 1世紀~紀元後 1世紀まで
切小玉は一貫して両面穿孔のI宇孔である(図5)。水晶製牌形飾は、楽浪郡の土城洞45号墓の事例
みると、 2世紀後半(高久2007)になっても両面I宇であり(図5・2)、同時期と考えられる朝鮮半島
? ??
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図 14 楽浪郡及び韓半島南部の水品製玉類(写n::縮尺不同)
南部の原三国時代後期末~晩期の良洞里 162号墓でも同様である(図 14-4)。この時期には楽浪郡を
経由しでもたらされた水品製玉類も多かったといえよう。中国華南地方の緑柱石や水品製牌形飾につ
いても両面I字の穿孔であることから、前章で少しふれたように、広い地域で類似した穿孔方法がと
られていたようである。なお、日本列島の場合は、 I宇孔は磨製石針の痕跡であるが、楽浪郡や朝鮮
半島南部の事例については、穿孔具の出土例がないものの、第3章で推定したように、先端に硬い物
質を付けた穿孔具で、あったと考えられる。
京畿地方では、原三国時代晩期の金浦陽雲洞2・9地点 1号墓で、カーネリアン製丸玉、ジェットス
トーン製平玉に伴ってやや歪な大型水晶製切小玉が副葬されており(図 14・3)、これより新しい2・9
地点2号墓では 10点の碧玉製管玉が副葬されている。2-9地点 1号墓のカーネリアン製丸玉、ジェッ
トストーン製の平玉は、楽浪郡の漢墓でも出土する装身具であり、楽浪郡を経由してもたらされたと
推定される。しかし、水晶製切小玉は鉄針による細V字穿孔であり、楽浪郡からの搬入品とはいえな
い。一見、楽浪郡の装身具セットに類似しているが、それを構成する玉類は広い交易網によってもた
らされていたのである。また、嶺南地方、京畿地方ともに、原三国時代晩期から鉄針よって穿孔され
た水晶製玉類が出土することから、この時期が朝鮮半島南部における水晶製玉類製作の技術変化期で、
あったといえる。
以上の様相を整理すると、朝鮮半島南部では、粘土帯土器文化の問に不透明な緑色の玉から透明な
青色の玉への曙好の転換が起こり、原三国時代にはそれに加えて無色透明の玉が装身具セットに加わ
ったといえる。昌原茶戸里1号墓や大郎八達洞37、80号墓の鉛ノくリウム製のガラス小玉から考えて
(中村2015a)、楽浪郡が流通に関わっていたとしても、噌好は前段階からの継続である。原三国時
代の楽浪郡からの影響は基本的に青銅器や鉄器で、あったといえ、装身具への影響が本格化するのは原
三国時代後期以降といえる。
一方、日本列島では前述したように、弥生時代後期にガラス小玉が大量流入し、碧玉製管玉及び悲
翠製勾玉が一時、減少する状況があった。しかし、未定C群碧玉は流入し続け、山陰地方では花仙山
も開発される。藷翠も大和盆地に入るのは桜井茶臼山古墳の段階からになるが、その後も主要な古墳
で副葬され続ける。つまり、日本列島の場合、新しい装身具の素材が入っても、前段階のものは無く
ならず、バラエティが増えるだけといえる。とはし、え、水晶製玉類の日本列島での製作開始について
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は、楽浪郡の成立に近い時期であることから、楽浪郡からの影響
である可能性は高い。朝鮮半島南部で、も水晶製玉類を利用せず、
製作もしていない段階であることを考慮すると、かなり早い反応
で、あったといえよう。北部九州、|の王墓で前漢鏡が大量の副葬され
ることや、長茎式鉄剣を舶載していたことも含め、楽浪郡に対し
ては、朝鮮半島とは異なる反応で、あったといえる(中村2012)0 
また、日本列島で、も弥生時代後期後葉から終末期に水品製切小
玉が製作されるが、この時期から鉄針による片面穿孔が始まる。
同時期の舎羅里130号墓の水品製算盤玉は線条痕が明瞭なI字の孔を有するため工具が異なる。この
穿孔はやや太く、楽浪郡でみられるものとも異なる。そして、朝鮮半島では原三国時代晩期から先端
の尖った鉄針でフjく晶の穿孔が行われるので、現時点では日本列島のほうが早くこの工具を採用してい
ることになる。朝鮮半島南部には水晶の産地が多く、日本列島には少ない極細片面V宇穿孔が多いの
で(米田 2009)、日本列島から水晶製玉類が搬入されていたとは考え難いものの、鉄針による細V宇
穿孔自体は、現時点で楽浪郡などでの技術改革が明らかでない以上、弱翠や碧玉の玉作が継続的に行
われていた日本列島での技術革新と考えざるをえない。この推定が正しいならば、これが日本列島か
?
-(22) 
。 11"11 
ら朝鮮半島への初めての技術移転となるといえよう。
(3)勾玉の愛好
弥生時代以降に流通する「丁字頭勾玉」や「定形勾玉」は、森貞次郎 (1980)や木下尚子 (1987)
が示したように、型式学的には北部九州、|で成立する。楽浪郡でも 1世紀頃の貞柏里8号墓で琉拍製勾
玉が 1点出土しており(図 15、朝鮮古蹟研究会編1934)、型式的には日本列島の亜定形勾玉に類似す
るが、素材が珍しい。朝鮮半島では勾玉が不在の時期であるため、貞柏里8号墓の事例は日本列島と
の関係、を示すものである可能性が高い。萱興が青大句珠2枚を規に献上する以前に、漢に勾玉の存在
が知られていたことを示す重要な遺物といえる。
一方、朝鮮半島南部では天河石製の半球状勾玉は原三国時代前期には廃れ、次に出現する水品製勾
玉とは、年代的にも形態的にも連続しない。そして、 4世紀初頭頃の東来福泉洞80墳から藷翠製勾玉
が副葬されるようになる(中村2013b)。
水晶製勾玉については、 2世紀後葉の蔚山下室44号墓の事例が最も古く(中村2013b)、その後、朝
鮮半島南部で型式変化を遂げる。蔚山下室44号墓の亜定形勾玉(図 14-5)から、 3世紀前半には慶
州徳泉里18号墓の有顎勾玉になる(図 1-7) この時点で、日本列島では奈具岡遺跡の紀元前1世紀
の水晶製勾玉らしき破片を除き、水晶製勾玉はないため、日本列島のガラス製勾玉か藷翠製勾玉をモ
デルに、嶺南地方で水品製勾玉が製作され、型式変化していったと推定されよう(中村2013a'b)。水
晶製勾玉自体が嶺南地方のみで出土することも(図 7)、その推定を補強する。楽浪郡の影響が強まる
と同時に(高久2000)、この地域の首長層が独自性を出するために、創作したのだろう(中村2013a)0 
日本列島では、弥生時代終末期から古墳時代初頭には大和盆地で弱翠や碧玉は出土せず、 3世紀末
の桜井茶臼山古墳から出土し始める。この間に萱輿が貌に青大句珠を 2枚献じているので、勾玉が外
交的に重要視され始めたと同時に(河村2010)、それ以前に献じていないことから、大和王権が玉類
の流通を掌握するのに時間がかかったか、重要視していなかったことが推定される。朝鮮半島で藷翠
が出土するは桜井茶臼山古墳の段階より後であるので、朝鮮半島への藷翠の流入には大和王権が関わ
っていたとみたほうがよいだろう。その後、日本列島でも弱翠で有顎勾玉を製作するようになること
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から、消費地の晴好を大和王権が理解し、それがフィード、パックされた可能性がある。また、 5世紀
以降の事例であるが、新羅、馬韓で出土する弱翠はミャンマー産で、はなく、日本列島の糸魚川産であ
ることも筆者らの研究で明らかにされている(図 16、表2、李弘鍾・他2008、藁科・他2010)。さ
らには、碧玉製の勾玉も日本列島から朝鮮半島に搬出されており(表 3)、様々な勾玉が朝鮮半島で受
容されていたことがわかる。嶺南地方の弁・辰韓の水品製勾玉も含め、勾玉はある段階から、政治的
或いは外交的意味が付加されていったといえよう。
6.おわりに
これまで検討してきたことを整理すると、朝鮮半島での玉類の変化は「交代」に近い様相であるの
に対し、日本列島の玉類の変化は「追加」といった様相である。
朝鮮半島では粘土帯土器文化において、玉類の噌好が変化し、透明な素材が求められ、その後展開
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する原三国時代において、楽浪郡を通じた交易で玉類の組成をさらに変化させていった。玉類の製作
については、南江流域の天河石製品以外明らかでなく、碧玉は製作している可能性は高いが、産地と
工房は発見されていなし、。水晶製品についても工房が明らかでないないものの、技術と数量的には原
三国時代後期に製作を開始したと考えらえる。ただし、楽浪郡と共通する玉類も多くもたらされてお
り、交易による獲得も継続していた。必要な玉類が交易によって得やすかったことも、朝鮮半島の玉
類における断続性に影響したと推定されよう。そして、原三国時代晩期になると、鉄針による穿孔が
始まり、水晶製勾玉の製作が開始されるO 楽浪郡と日本列島との両方からの影響が、技術的にも視覚
的にも表出したのである。こうした状況をふまえると、粘土帯土器文化の流入と原三国時代後・晩期
が朝鮮半島南部における玉類の大きな画期といえよう。
これに対し、日本列島では弥生時代早・前期以降、碧玉製管玉と藷翠製勾玉が生産・利用され続け
ていた。弥生時代中期後葉に水品製品が製作され始めるものの、主要な装身具とはならない。それに
比べると、弥生時代後期初頭からのガラス小玉の大量流入は、それまで、の石製玉類のセット関係にガ
ラス小玉が加わる契機となった点で大きな変化といえる。さらに、碧玉の主要産地で、あった菩提・滝
ケ原が一時衰退しつつも、弥生時代後期後半における鉄針の利用という碧玉製玉類から始まった技術
変化は、石製玉類全体の動向において大きなものであったO 北陸地方から山陰地方へ、そして、山陰
地方から北部九州の技術が移転していき、日本海側の交流がさらに活性化した様相が把握されよう。
また、この段階から終末期にかけて水晶、弱翠、碧玉製の全ての玉類が吉備地域に集まる。出雲地域
も含め墳正墓が盛行していくとしづ政治的な動向と軌をーにしており、興味深い。こうした状況を整
理すると、弥生時代後期が、素材、技術、分布の点からみて、日本列島の玉類における大きな転換期
で、あったといえよう。そして、玉類の生産自体も途切れることはないので、日本列島各地の政体にと
って、これらの玉類の流通とその掌握が重要で、あったこともわかる。最終的に勾玉が伝統的な装身具
として認識され(河村2010)、外交的意味をもっに至るのも、玉類を作り続けた歴史があってのこと
である。この点が日本列島と朝鮮半島南部の玉に対する考え方との差異につながり、噌好の変化にも
大きく影響したといえるだろう。
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